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2月の人口の動き

出生男35女21計56

死亡“22々17々39

転人々37々24々61

転出々34々35々69

世帯数10．239（前年－5）

人口42，708（前月＋9）

男20，568女22．140

族生冲

手
作
り
の
本
箱
贈
る

「学級文庫に使ってね＿

　

卒業式が間近い3月6日の放課後、蕨

生小学校6年生の教室では25人の子供た

ちが手に手にハヶを持って、組み立てた

ばかりの本箱に色を塗っていました。「前

は黄色にしようか」「そう、赤とよく合う

わねえ」男女五、六人が1組になって2

月下句からいろいろの大きさの物を、い

ろんな型に工夫して作り上げ、この日か

ら最後の仕上げにかかっていました。

　

赤いペンキを一生懸命塗っていた田中

千香子さんに本箱づくりを始めたわけを

尋ねますと「私たち6年生はいつも学級

文庫用の本箱がほしいと思っていました

　

これは下級生もみんな同じ気持だろう

と思います。今度、長い間お世話になっ

た学校を卒業するのを記念して、私たち

が力を合わせて出来るもので、みんなの

ためになるのは本箱だから、各教室に備

えられるよう6個作って贈ろうというこ

とになったのです」と語っていました。

　

白と緑のツートンカラーや、3、4色

を楽しく塗り分けしようとしているもの

などさまざまで、板の組み合わせ部分に

は苫労をしたノコギリ跡が見受けられる

ものもありました。

　

元気のいい臼井栄治君は「僕らが作る

のだから立派な物はできないけれど、丈

夫な本箱を作ろうと張り切っています。

　

卒業してからも長く学校に僕たちの手

刀跡が残っていることはすばらしいこと

だと思います」とひとみを輝かせていま

した。

　

この温かい贈物は、新学年の始めから

さっそく生かされて、兄さん姉さんたち

の善意に報いられるでしょう。

卒業生
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3月定例

市陣令
市長施政方針を述べる

　

昭和50年度の市政の方向と事業を決める第153

回定例市議会が、3月11日から24日までの14日間

開かれ、一般会計・特別会計予算案、「災害弔慰金

の支給及び災害援護資金の貸与に関する条例」な

ど25議案を審議し、いずれも原案どおり可決しま

した。寺島市長は開会初日の施政方針演説で「人と

緑と産業が調和した新しい奥越の中核都市づくり

を進めたい」と基本的な考え方を明らかにしまし

た。施政方針のあらましや、議決内容の主なもの

を紹介しましょう。

　

住民福祉に最大の努力を

　

昭和50年は今世紀の1区切りであると

ともに、政治・経済●社会の面でも大き

な転換期を迎えています。

　

国の予算は総需要抑制を基本にして物

価の安定を柱に編成されています。市も

同一一基調に立つべきですが、市の行政は

住民の生活に密着していますので、抑制

型予算であっても、住民福祉の向上には

最大の努力を払わなければなりません。

　

ことしはこの考え方に立っでメ＆と緑

と産業が調和した魅力ある奥越の中核都

市づくりlを市民と共に進めてまいりま

す。

　　

明るい文化都市づくり

　　

潤いのある社会求めて

　

これまでの地域開発は工業優先でした

が、近年は人間らしいゆとりと潤いのあ

る福祉社会への移

行が求められてい

ます。大野市には

美しい自然があり

ます。この天与の

恵みを背景にした

教育・文化・体育

福祉などの施設、

公園等を整備して

明るい文化都市づ

くりを積極的に進

めていきます。

施政方針を説明する寺島市長

後方は斉藤議長

教育

開
成
中
を
完
成
さ
せ
ま
す

　

中学校の整備は開

成中学校の体育館建

設で所期の目的が達

成されます。

　

小学校は東・（仮称）

南小学校の敷地が決

定しましたので、今

後建設計画を具体化

します。また、富田

小堂校謹堂、歓側・

阪谷両小学校の老朽校舎の整備も計画的

に進めていきます。

　

まちづくりの基礎は市民1人ひとりの

自己研さんであり、社会教育のもつ役割

は大きいものがあります。このため、公

民館施設を整備充実するとともに各種学

級講座の開催、団体グループの育成を図

り豊かな市民性のかん養に努めます。

　

また、スポーツ教室の開催やスポーツ

団体の育成をとおして市民体位の向上に

一層努力します。

福祉

　　

生きがいの創造目指す

　

弱者救済を中心とする社会福祉施策に

積極的に取り組んでいくとともに、社会

福祉協議会や各種福祉団体の育成強化に

努めで生きがいのある生活lが創造で

きる条件整備を行います。

　

また、予防衛生の徹底、環境衛生施設

の整備を行って健康で住みよい地域社会

の実現に努めます。

　

働きやすい産業都市づくり

　　　

不況克服のために

　

大野市の産業は農業と繊維産業が中心

ですが、今後は構造改善事業等を実施し

て近代化を図らなければ、この不況を克

服することは困難です。

童
心
に
返
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
グ
ー
ム
を
楽
し
む
お
年
寄
り
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ことしは働きやすい豊かな産業都市づ

くりを目指して、次の具体策を推進して

きます。

協業化、協同化を推進します。

　

また、水稲以外の作目を導入するとと

もに、農業団体による流通加工施設の整

備を勧めて市場信用を高めるように努め

ます。

ことしは市内で360ヘクタールの植林が計画されている

魅力ある中核都市づくり

　

中部圏の交流基地に

　

大野市は古くから奥越の政治・経済・

文化の中心として栄えてきましたが、さ

らに発展するには北陸と中部経済圏の交

流基地としての基盤をつくらなければな

りません。

　

市民生活に関連する社会資本の整備に

努めて魅力ある新しい中核都市づくりを

進めます。

商工

　　

金融対策を積極的に

　

不況対策に最重点を置き、融資など金

融対策を積極的に進めます。さらに企業

の体質改善を図るためには、工業団地造

成が必要ですので、関係者と協議し実現

に近づけます。

農業

　

土地基盤整備で体質改善

　

土地基盤整備事業を積極的に進めて増

産対策、生産性の向上を図ります。

　

これと並行して生産組織の育成に努め

林業

　

第2次林構計画の作成を

　

緑の公益性はますます大きくなってい

ます。このため、森林組合を強化し、山

林労務者の優遇対策を進め、公共資金に

よる植林事業を推進します。

　

また、第2次林業構造改善事業計画を

つくり、林道の整備、特産物の振興を行

うとともに、県構想の゛奥越県民大森林

公園l建設と協調しながら、市民の保健

保養地としてのレクリェーションエリア

づくりを進めます。

交通網

　

越美線の全線開通を促進

　

国鉄越美線の全線開通、国道157号線

　

158号線の整備、福井臨海工業地帯との

連絡道路の整備が早く実現するよう、積

極的に取り組みます。

総合的土地利用

　　　

都市計画で近代化

　

長期的な視野と理想的な土地利用計画

のもとに、都市計画用途地域については

近代的都市生活関連施設の整備を進め、

農業振興地域についてはほ場整備をして

農業近代化を導入します。

　

山間地域は造林を進め調和した近代的

都市づくりを推進します。

条
例
災害弔慰金は最高100万円に

　　

「災害弔慰金の支給及び災害援護資金

の貸付に関する条例」の一部が改正され

ました。この条例は昨年10月に施行され

暴風雨、豪雨、地震などの災害による被

害者を援護するために設けられたもので

改正の主な点は次のとおりです。

　

①災害弔慰金の額

「死亡者1人当たり50万円」を「死亡者

が生計を主として維持していた場合は100

万円その他の場合は50万円」に改める。

　

②災害援護資金の限度額

　

援護資金の貸し付けが次のように区分

され、増額になります。

　

○世帯主が負傷し、1か月以上療養を

要する場合で、

　

イ、家財被害が3分の1以上で、住居

に損害がない場合30万円

　

ロ、家財に損害があり、住居に損害が

ない場合60万円

　

ハ、住居が半壊した場合70万円

　

二、住居が全壊した場合100万円

　

○世帯主に負傷がない場合で、

　

イ、家財に損害があり、住居に損害が

ない場合30万円

　

ロ、住居が半壊した場合40万円

　

ハ、住居が全壊した場合70万円

　

ニ、住居の全体が損壊し、特別の事情

があった場合100万円
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積立金の大半取り崩し

　

昭和50年度の当初予算が決まりま

した。予算総額は46億3，863万4，000

円で、一般会計は35億4，062万2，000

円、特別会計は10億9，801万2，000

円です。一般会計は前年に比ぺて46

．3％伸びましたが、これは開成中学

校建設、都市計画事業等の継続事業

福祉関係経費、それに義務的経費な

どの増加によるものです。しかし、

歳入では市税の伸びが低く歳出に※

一住み良い環境づくりー

　

市民広場づくりを計画

＜土木＞道路改良・舗装に1億2，545万

円、橋りょうの改良維持修繕には470万

円を計上しました。

　

また、河川の改良・維持には1．880万

円をかけ防火用水路を重点に整備します

＜都市計画＞街路事業では中挾●中野

・大橋線に北部土地区画整理事業費と合

せて9，348万円を計上し完成させます。

　

継続事業の向島線舗装は1，200万円で

完成。新庄・東中線舗装は1，200万円を

かけ年次計画で進めます。

　

公園整備では昨年から3ヵ年計画で進

めている駅東公園に1，500万円、将来開

成中学校●有終南小学校の移転に伴って

生ずる市役所周辺の土地活用の「市民広

場」設計委託に200万円を計上しました

　

下水路は中野下水路継続工事に3，108

万円、本町、田の丸下水路に830万円、

縁橋川下水路に550万円をかけ整備しま

す。

＜交通安全＞交通指導員を3人増員し

て指導体制を強化し、歩道新設、反射鏡

の設置などに709万円4・計卜しました、、

＜消防＞大野地区消防組合負担金に1

億2．217万円を計上し、署員2人の増員

消防車1台365万円、防火水そう3基を

270万円で充実します。

－市民福祉の充実－

老人医療に1億3，500万円

＜福祉＞身心障害者対策では身心障害

者医療扶助や福祉手当などに1，155万円

施設入所委託料1，463万円，さらに精薄

者施設収容委託料に2，883万円を計上し

ました。

　

老人対策では，家庭奉仕員を1人増員

して234万円、老人クラブ補助348万円

老人医療費には昨年当初予算の約2倍の

1億3．509万円、和光園など施設入所措

置費に7，594万円を計上しました。

　

児童対策は、868人の児童手当4，108

万円、450人を対象にしたO歳児医療扶

助254万円、私立保育所委託料1億4，660

万円、また、福祉活動の向上のための社

会福祉協議会補助に235万円を計上しま

した。

＜保健＞保健対策費では胃・子宮ガン

●成人病検診に234万円、休日診療補助

に200万円、また、国民健康保険会計へ

は4，318万円を繰り出し被保険者負担の

緩和を図りました。

一産業の振興－

　

5億7，600万円の融資を

＜農業＞ほ場整備事業補助に5，135万

円、広域営農団地農道など県営事業負担

金に3，480万円、県単・市単土地改良／

スマイル

「エープリルフール」

私は絶対ウソはつきません

　　　　　

××立候補者 市内の保育園児はK013人

おタミ；ら土プ

◆……ガソリン無鉛化のステッカーを

　

ことしの2月から「ガソリン無鉛化」

が実施されていますが、自動車の中には

無鉛ガソリンだけではエンジントラブル

を起こし、事故のもとになりかねない車

種もあります。

　

このため、無鉛（青色）、高速有鉛（だ

いだい色）、混合（緑色）、有鉛（赤色）

の4種類のステッカーの内、それぞれの

自動車に適したものを張り、ガソリンス

スタンドはこれによって正しい給油を行

っています。

　

まだステッカーを張っていない方は、

自動車販売店に早く相談して給油表示を

して下さい。

◆……簡易保険の加入額が500万円に

　

4月1日から簡易保険の加入最高限度

額が300万円から500万円に引き上げら

れました。病気やヶがも保障する特約制

度もありますので利用して下さい。

◆……市街地ゴミ収集は週2回に

　

市街地のゴミ収集は今月から週2回行

います。曜日は昨年のとおりです。

　

ゴミは水分をよく切り、ビニールのゴ

ミ袋で完全に包装して、収集日の朝ステ

ーションに出すよう心掛けて下さい。

　

また、村部の危険物収集も今月から始

めます。4月は下庄・乾側が4日と17日

小山●上庄が2日と16日、富田が10日と

24日、阪谷が11日と25日、五箇が30日で

す。
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財政硬直化のきざしが

※必要な財源が不足するためこれま

でこのような事態に備えて貯えてき

た財政調整積立金のほとんどを取り

崩し、歳入歳出のバランスを取りま

した。重点施策は①住み良い環境づ

くり②市民福祉の充実③産業振興対

策④教育文化の振興の4点です。ど

んな事業にどれだけ使われるか、主

な予算の中身を紹介しましょう。

／事業に2，055万円を計上しました。

　　

農業振興対策としては、農業近代化資

　

金利子補給に296万円を計上、3ヵ年間

　

0．5％の利子補給をします。

　

＜林業＞第2次林業構造改善事業計画

　

策定のため54万円、林道事業は2，938万

　

円で鬼谷線、黒谷・河内線などの継続工

　

事・維持修繕をします。

　　

造林事業は1，863万円を計上し10回応

　

の新植を実施します。

　　

また、林業労務班強化対策として327

　

万円を計上しました。

　

＜商工観光＞金融対策の強化を図るた

　

め、金融機関に1億9，200万円を予託し

　

て5億7，600万円の融資わくを設定しま

　

す。この内1億円は工場の地下水還元装

　

置を設置する融資わくです。

　　

また、福井県信用保証協会出損金107

万円、商工中央金庫予託金500万円を計

上して商工業の振興に努めます。

　

観光対策は登山道整備に46万円、城ま

つり150万円、その外、商工会議所補助

256万円、工場誘致奨励金462万円を計

上しました。

一教育文化の振興－

開成中建設は3億6．700万円で

　

学校教育については、開成中学校の校

舎2期工事、屋内体育館工事及びグラウ

ンド整備に3億6．742万円、備品購入費

に680万円を計上し本年中に完成させま

す。

　

また、有終東小学校建設積立金に2，670

万円、新たに有終南小学校建設積立金に

2、500万円を計上、

この外尚徳中学校の

スクールバスを630

万円で更新、私立幼

稚園補助に160万円

を計上しました。

　

社会教育では、各

種学級講座費に475

万円、芸術劇場120

万円、新しいまちづ

くり運動に98万円を

計上しました。

　

体育関係では、市体育協会に145万

円補助します。

五
月
完
成
目
指
す
開
成
中
第
二
期

工
事

歳入予算

　　

市税は9億148万円

　

歳入予算は税制改正、不況等を考慮し

堅実に算定しましたが、財源不足のため

財政調整積立金を取り崩しようやく収支

の均衝を図りました。

　

歳入の主なものは、地方交付税10億

6，000万円で全体の29．9％、市税9億148

万円で全体の25．5％、次いで国庫支出金

6億2．638万円で全体の7．7％、繰入金

2億7，221万円、諸収入2億5，454万円

県支出金1億1，942万円、市債1億1，600

万円などとなっています。

今月の納税

固定資産税第1期分

軽自動車税全期分

30日までに納めて下さい。

◆……大野城4月1日から開館

　

越前大野城は4月1日から開館してい

ます。時間は午前9時から午後4時まで

で、日曜・祝日は1時間延長して午後5

時までです。休館日は月曜日と祝日の翌

日です。ことしは武具類を充実して展示

してありますので、来館下さい。

◆……郷土の絵入ハガキが出来ました

　

大野郵便協力会では、新しく郷土だよ

り絵人ハガキ6枚1組を100円で販売す

ることになりました。内容は越前大野城

宝慶寺・朝市。奥越太鼓・カンコ踊り・

雪人形です。広く郷土の風物を紹介する

ために利用願います。

　

このハガキは大野郵便局と郷土歴史館

であっせんしています。

◆……中挟。中野・大橋線の踏切を新設

　

北部土地区画整理事業区域内の新栄踏

切は3月31日で閉鎖になり、これに変わ

るものとして中挾・中野・大橋線の新設

踏切を供用しています。
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3月定例市議会

国保会計は火の車

　

税は33％高、繰入金を2倍に

　

国民健康保険事業

特別会計は，歳入歳

出それぞれ8億1，403

万円で昨年度より1

億9，136万円増にな

っています。歳入は

保険税3億2，904万

円，国庫支出金4億

　

4，002万円，それに

一般会計からの繰り

入れ4，318万円でま

かなわれ，歳出は病

院や診療所に支払う

医療費が7億6，050

万円で全体の93．4％

を占めています。

　

この会計は大幅な医療費の値上がりと

老人医療の無料化による受診者増、それ

に1月1日から実施になった高額医療費

の負担などで、運営がますます苦しくな

っています。

病気の早期発見に役立っている市の成人病検診

　　

監査●公平委員決まる

　

任期満了による監査委員と、委員退職

による後任の公平委員の選任が行われ、

それぞれ次の方に決まりました。

　

監査委員

　

奥村忠光（55）下丁

　

公平委員

　

永田敏夫（61）横枕

　

このため、保険税の引き上げを余儀な

くされ、昨年より33．1％高くなります。

　

県下6市の状況をみても35．4％～53．2

％引き上げられます・

　

市では加入者の負担を出来る限り少な

くするために一般会計から昨年の2倍以

上の繰り入れをしました。この繰り入れ

をしないと50．8％の引き上げになってし

まいます。

　

ことしの加入者1人当たりの平均税額

は1万5，843円、療養費は3万4，465円

で平均値では税額の約2．2倍が還元され

ることになります。

　

療養費を使わないで、健康であること

ほどすばらしいことはありません。病気

は、早期発見が何より大切です。

　

市では国民健康保険事業会計の充実と

併せて、各種検診の予算を増やし市民の

健康管理に力を入れていきます。

　　

街路建設に重点

　　

北部土地区画整理事業

　

北部土地区画整理事業予算は歳入歳出

それぞれ2億7，126万円で、事業区域内

の駅東線、中挾・中野。大橋線などの道

路工事費、物件移転費に2億460万円を

かけます。

　

簡易水道事業予算は1，126万円で、こ

としは菖蒲池水道が加わり5つの水道管

理費です。

　

食肉処理場事業予算は145万円で維持

管理費です。

　

条例

　

市営住宅入居者

　　

収入基準額を引き上げ

　

「大野市営住宅管理条例」の一部が改

正され、入居者の収入基準額が改められ

ました。第1種住宅は月収5万8，000円

で、当分の間は9万1，000円、第2種住

宅は3万6，000円で当分の間は5万6，000

円を限度とします。

　

幼稚園保育料月1，500円に

　

「大野市幼稚園入園料、保育料徴収条

例」の一部が改正され、4月1日から入

園料は1，500円が1，800円に、保育料は

月額1，200円が1，500円になります。

　

これは県下各市の状況等実情に合わせ

て改正されました。

お知らせ

◆……国民健康保険者証が切り替えに

　

国民健康保険者証は4月1日で切り替

えになり、新保険者証を各区長さんに配

布願うことになっています。

　

配布は旧保険者証と引き替えですから

準備しておいて下さい。新保険者証を受

け取られましたら、世帯主の方は保険者

証の㈲の欄に記入してあるカタカナの被

保険者の氏名を口の欄に漢字で書き入れ

て下さい。また交付期日等の関係で3月

15日以降の被保険者の異動については記

載してありませんので，変更があった場

合は市役所市民課で手続き願います。

◆……／jヽ作料「田の上」は2万3，000円

　

大野市農業委員会は，小作料の標準年

額を次のように定めました。

　

田の上（10アール当たりの収量510延）

　

2万3，000円

　

田の中（1Oアール当たりの収量480延）

　

1万8，000円

　

田の下（10アール当たりの収量435延）

　　

1万3，000円

◆……濯

　

春の火災予防運動が3月28日から4月

10日まで繰り広げられていますが、4月

8日にば春の消防総合訓練lが駅東公

園で消防団員や本部職員約400人、消防

自動車等20台が参加して行われます。午

前9時のサイレンを合図に一斉放水し、

その後功労者表彰を行い市中行進をしま
す。
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E域党陰吋｜地隠沼

　

農村地域を

環状に結ぶ広

域営農団地農

道は、昭和48

49年度の2か

年で横枕の真

名川左岸から

中津川までの

全長1，650に

幅員8にが完

成し、工事は

順調に進めら

れています。

　

昭和50年度

は中津川から

庄林までの56

5にと、新たに中据から榎間の1，250に

が計画されています。

　

現在の全体計画では、総延長が1万

1，300に、総事業費16億8，500万円で、

昭和52年の完成を目

指していますが、工

事期間は国の総需要

抑制のためかなり遅

れる見通しになって

きました。

　

市は昭和47年に農業振興地域整備計画

を作り、市内を6つの団地に大別してそ

れぞれの地域に適した産物を奨励すると

ともに、この道路の利用を考えた地に農

業施設を建設するよう勧めてきました。

　

今までに中据に振興酪農団地、上野に

育苗センター、北御門にたばこ乾燥施設

稲郷に農業総合センターの完成をみまし

た。

　

また、近年中には麻生島に酪農団地と

たばこの乾燥施設、中保と稲郷にカント

リーエレベーター、上舌には土づくりの

たい肥舎などの建設が計画されています

　

このように、広域営農団地農道は農産

物の大量輸送はもちろんのこと、特産品

の団地化、施設づくりなど農業の近代化

に欠くことのできない動脈として、その

完成が待たれています。（写真は冬季にも

かかわらず工事が進められている広域営

農団地農道＝中津川地係で）

＼乱沁j

⑩

ミズバショウ

　

山中の湿地帯に自

生する多年草で、雪

解けが始まるころ芽

を出し始め、花期は

当地方では5月ころ

です。

　

里芋科に属し、地

下茎は太く横にねて

丈夫な多数の根が地

中に深く入っています。

　

花茎は花序を含めて30yにに達し、

芭（ほう）の柄で包まれています。花

穂花序は円柱状で開花時は長さ2～3

琵に結実時には高さ6～12yに、幅2．5

～5yにに達します。清らかでかわい

い白い花の姿は、山の早春譜でもあり

ハイカーたちを慰

めてくれます。

　

当市では昭和47

年に西谷倉ノ又と

姥ケ岳の間の湿原

地帯にその一大群

生地が発見されま

した。群馬県尾瀬

のミズバショウは

有名です。本州中部地方以北●北海道

・樺太・束シベリアに分布しています

合……；；当善4沃；函信撞応の層・撞存

　

県生活科学センターではことしの゛消

費生活通信講座受講生lを募集していま

す。

　

希望者は往復ハガキに住所、氏名、生

年月日、職業、性別、電話番号を記入し

て福井市大手3丁目11の17、福井県生活

科学センター通信教育係へ申し込んで下

さい。

　

この講座は無料で、毎月2科目ずつい

ろいろな商品知識などわかりやすく解説

した12科目のテキストをセンターから送

ります。

　

また、受講者は学習成果を規定の用紙

に記入しセンターで添削を受け、2回の

スクーリングに参加して、全講座を修了

しますと修了証書が与えられます。

◆……献血に協力を

　

献血を次のように行いますのでご協力

下さい。

　

15日午前10時～午後3時

　

日本コンデンサー工業前

◆……おおの踊り保存会会員を募集

　

越前おおのおどり保存会では、会員を

募集しています。

　

成人であればどなたでも結構です。

希望者は大野商工会議所へ申し込んで下

さい。

　

この会は郷土の民謡を理解し、広く普

及させるのが目的で、月1回例会をもち

研究や練習をしています。また、毎年城

まつりには会員が指導員として活躍して

います。
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知事・県議会議員選挙

　

投票日は4月13日

　

4月13日は知事・県議会議員選挙の投

票日です。時間は午前7時から午後6時

までですが、第14投票所（五箇公民館）

は1時間繰り上げて、午後5時閉鎖にな

ります。

　

投票は2つの選挙を同時に行いますの

で、用紙も色分けしてあり、知事は白色

県議会議員は桃色で、投票順序は知事が

先、県議会議員が後になっています。

　

投票日当日に仕事や旅行で、どうして

も投票所へ行くことができない人は、不

在者投票が4月12日まで市役所で出来ま

す。

　

時間は午前8時30分から午後5時まで

ですからご利用下さい。

　

また、今回の選挙から重度の身体障害

者は、郵便による不在者投票制度が出来

たことを本紙3月号でお知らせしました

が、該当者ば郵便投票証明書lの交付

を受けることが必要です。まだ手続きを

していない人は早く市選挙管理委員会へ

申請して下さい。

　

なお、証明書を受けた人は、遅くとも

4月9日までに゛投票用紙等の請求lを

郵便または代理人によって市選挙管理委

員会（天神町1～1大野市役所内）へし

て下さい。

　

ご議r：立会演説会日程

　

4月7日午後7時富田小学校

　

4月8日々上庄小学校

　

4月9日々下庄小学校

　

4月10日々有終南小学校

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る

市
役
所
に
掲
げ
ら
れ
た
懸
垂
幕

昨年の観光客は67万人

自然や町のたたずまいに人気

　

昨年1年間に大野市を訪れた観光客は

前年より22万人多い約67万人で、その91

％に当たる61万人は日帰り客でした。

　

人数が多い割には客の消費額は少なく

総額で2億3，000万円、1人当たりにし

ますと日帰り客は170円、宿泊客は2，017

円となっています。

　

観光地で最もにぎわったのは六呂師高

原の24万人、次いで勝原の18万人でいず

れも前年よりも15％多くなりました。こ

れはスキーシーズンに雪に恵まれたため

です。

　

また、客層の調べでは県内が51万2，000

人、県外が15万8，000人となっており、

県外客の44％は関西、27％は北陸、24％

は中京方面の人々です。

　

この客の中で特に注目に価するのは春

から秋までの市内の観光客で、1年間に

4，000人が市内旅館に泊まり、この数は

前年の4倍になっています。

　　

「大野ののどかな自然や静かな町のた

たずまい、そして朝市などが゛ふるさと

の香りlとし

て県外客から

親しまれてい

るのでしょう」

と市旅館組合

長尾崎真一さんは話しています。

　

市ではスキー客と併せて市内観光客が

一層多くなるよう力を入れていきますが

昭和50年度は（1）観光モデルコースを設け

る（2）市街地に道標を立てる（3）パンフレッ

トを多く準備するー一一を具体策として進

めていきます。

゛御清水lを見物する東京からの観光客

凰．貝．碧・
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